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今日、伝えたいこと

① 治水整備目標と同様、河川整備計画の環境目標の検討が始

まっています。

② 環境目標の単位は、瀬淵や干潟の面積など“生息場”の規

模が用いられています。

③ 環境目標は本省や国総研、土研メンバーからなる「環境目

標検討チーム」との協議を経て流域委員会に諮ります。

④ 実際に環境目標検討を行ったプロセスを基に、手順や事例

を整理した“事例集”を作成しました。

⑤ 今後は、設定した目標の維持が大きなカギであり、場の形

成・維持の技術的知見の蓄積・応用が重要と考えます。
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１. 環境定量目標のアウトライン ◆環境定量目標のイメージ

令和6年度より、河川整備計画に河川の⾃然環境⽬標を定量値として記載す
ることとなった 

ワンド・たまり
3ha

砂礫河原
15ha

瀬と淵
5ha

⽬標の単位は “川らしい環境“ の規模などと、個体数や⽣息範囲の拡⼤が求
められる重要な⽣物種が依存する環境を対象として考える。

国⼟交通省では各河川での検討事例をとりまとめ、⽬標設定のための参考と
なる考え⽅を整理しつつある。

同 ⼀ の 環
境
区

分川らしい環境＝河川特有にみられる環境

公益財団法人 リバーフロント研究所
5

• 縦断方向に長大

• 陸域と水域が連続

• 不定期の洪水攪乱

・⾕底平野や扇状地帯 → 瀬淵、礫河原、河畔林
・⾃然堤防帯 → 瀬淵、ワンド･たまり、⽔⽣植物帯
・デルタ帯 → 汽⽔性のヨシ帯、塩沼湿地植⽣帯、⼲潟

河川に特有の環境 川らしい⽣息場

出典 「平成30年7⽉豪⾬による中部地⽅の出⽔状況（速報）」 国⼟交通省中⽕地⽅整備局
平成30年7⽉24⽇

50.2k（忠節橋）（平成30年7⽉豪⾬）

河
川
の
構
造
的
機
能
的
特
性

など

複雑な⽔際が形成

◆河川の構造的特性と生息場

平常時 出⽔時

１. 環境定量目標のアウトライン
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国⼟交通省が展開する「河川環境管理シート」では以下の12指標（⽣息場や割合）
を評価指標としている。
加えて、流⽔の縦断連続性、横断連続性についても重要な要素と考えられる。

出典 ⽔管理・国⼟ホz年極「河川環境管理シートを⽤いた環境評価の⼿引き」付属資料，令和５年７⽉に加筆
6

◆１２指標＋流水の連続性１. 環境定量目標のアウトライン
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R7年9⽉5⽇に⾏われた第154回 河川整備基本⽅
針検討⼩委員会（⼟器川）の資料の抜粋を右記に
⽰す。
委員の先⽣⽅の指導を踏まえ、⽣態系ネットワー
クについて６つに類型化されて整理されている。

出典 国⼟交通省 ⽔管管理・国⼟保全局 ⼟器川⽔系河川整備基本⽅針の変更について・前回（第152回）の主な意⾒に対する補⾜事項 令和７年９⽉５⽇

◆６つの連続性１. 環境定量目標のアウトライン
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1. 回遊魚の遡上・降下
2. 湿地に産卵する魚類等による本川と接続水路の遡上・降下
3. 礫河床の河床間隙間を利用するドジョウ類、ミミズハゼ類、湧水依存種の生息場
4. 本川と支川の連続性（直轄と補助のイメージ）
5. 大型鳥類による近接水系の利用地の点在（コウノトリ、トキ、ツル類、ハクチョウ類）
6. 地域振興・経済活性化に通じる川のめぐみの享受
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「河川環境区分シート」では、河川環境が類似した⼀連区間を区分け（河川環境
区分）する。
１ｋピッチ区間で相対評価し、○ 1点、△ 0点、× -1点で加点評価する。

例⽰では３
つの河川環

境区分

◆河川環境管理シート１. 環境定量目標のアウトライン

12の指標
河川ごとの
特⾊を出し
てもよい 

１ｋピッチ区
間で相対評
価し点数表

⽰
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◆目標設定の考え方１. 環境定量目標のアウトライン

ヨシ原0.1ha
干潟0.2ha

ヨシ原0.1ha
干潟0ha

ヨシ原0.2ha
干潟0.3ha

河川環境⽬標は、ヨシ原、⼲潟などの⽣息場を、改修と合わせて増加させ、これら
の総⾯積を設定するのが基本的な考え⽅である。
増加する⽣息場の規模の算定は、地盤の⽔⾯⽐⾼と⽣息場の関係等を踏まえて⾏う。
過去の出⽔と地形の変化から、⽣息場⾯積の存続を「帰納的」に整理し、維持可能
な規模を⽬標とする。

改修により保全・創出される面積 経時変化を踏まえた面積

環境目標
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H25 旭川
河川整備計画

R6 旭川 変更河川整備計画（抜粋）

(1)⾃然環境
旭川・百間川は、

現状で良好な環境が
維されている箇所が
多いことから、河川
整備を⾏う際は、河
川環境に配慮しなが
ら、多様な動植物の
⽣息・⽣育・繁殖環
境の保全を図り、⾃
然環境への影響の低
減に努めます。

また、旭川・百間
川で確認されている
重要な動植物の保全
等に努めます。

(1)⾃然環境
動植物の良好な⽣息・⽣育・繁殖環境の保全・創出の考え⽅としては、

まず環境が似通っている区間を「河川環境区分」としてひとまとめにし、
区分ごとに最も環境が良好な区間を「代表区間」として以下の表のとお
り設定します。

河川整備計画
４.河川整備計画の⽬標に関する事項

4.3河川環境の整備と保全に関する⽬標
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◆環境定量目標を含めた河川整備計画１. 環境定量目標のアウトライン

代表区間における主な環境代表
区間位置河川環

境区分
河川
区分河川

オヤニラミ等が⽣息する⽔⽣植物帯、ア
ユ等が⽣息する連続する瀬と淵、イカル
チドリ等が⽣息する礫河原（⾃然裸地）

15-
16k13-17.5k区分3中流

区間旭川

3）旭川中流地区（おおよそ13.0km 17.5km）
礫河原（⾃然裸地）環境を特に代表する種としてイカルチドリ等、 

中略  また、イカルチドリ等が依存する礫河原（⾃然裸地）の減少が
みられるほか、ワンド・たまりに依存する⿂類の減少等がみられるため、
⽟柏地区において計画されている河道掘削と合わせて、環境が良好で
あった昭和50年（1975年）頃の量と質を確保できるよう礫河原（⾃然
裸地）及びワンド・たまりの保全・創出を図り、河道が変化する過程に
おいても16.0km 17.0km区間にて、礫河原（⾃然裸地）が2.5ha、
ワンド・たまりが0.8haが存在するようにします。

公益財団法人 リバーフロント研究所

1. 環境定量⽬標のアウトライン

2.議論の経緯と⽔管理・国⼟保
全局の取組

3. “事例集”のとりまとめ・展開

4. 今後について
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• 令和5 年11 月 河川生態学術研究会
「近年の気候変動下における河川生態系の保全と再生に関する緊急提言」

• 令和6 年5 月 「生物の生息・生育・繁殖の場としてもふさわしい河川整備及び
流域全体としての生態系ネットワークのあり方検討会」提言

• 令和6 年6 月 水管理・国土保全局より地整等に通知を発出（自然環境の定量
目標設定）

• 令和6年9月 河川環境課による地整等への公開説明会

• 令和6年9月～ 地整等により環境定量目標検討を開始

• 令和７年３月 河川環境課により「事例から学ぶ 河川環境定量目標の検討方法
（案）」（以下「事例集」という。）をとりまとめ、各地方整備局に配布

２. 議論の経緯と水管理・国土保全局の取組 ◆検討経緯
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• 平成14 年 「河川環境目標検討委員会」を設置

• 平成20年に書籍「川の環境目標を考える」 にとりまとめ

公益財団法人 リバーフロント研究所 13

令和6年2 3⽉にかけ⽔管理･国⼟保全局は学識者12名からなる検討会を⽴ち上げ、
河川環境施策推進のあり⽅について諮問した。
検討会の結果、令和6年5⽉に提⾔された。

「生物の生息・生育・繁殖の場としてもふさわしい河川整備及び流域全体として
の生態系ネットワークのあり方検討会」

開催⽇回数
令和6年2⽉1⽇第1回
令和6年3⽉11⽇第2回
令和6年3⽉26⽇第3回

検討会は、生物の生息・生育・繁殖の場としてもふさわしい河川整備及び流域全
体としての生態系ネットワークのあり方について、有識者から意見・助言をいた
だき、その施策の推進に資することを目的とする。

千葉大学大学院園芸学研究院 教授秋⽥ 典⼦
東京都立大学大学院都市環境科学研究科 教授朝⽇ ちさと
九州大学大学院農学研究院 教授徳雄
奈良女子大学研究院自然科学系 教授⽚野 泉
名古屋工業大学大学院工学研究科 教授萱場 祐⼀
群馬大学大学院理工学府 教授清⽔ 義彦
新潟⼤学農学部農学科教授関島 恒夫
名古屋大学大学院工学研究科 教授祐嗣
京都大学大学院農学研究科 教授中村 公⼈
北海道⼤学⼤学院農学研究院教授中村 太⼠
国⽴環境研究所気候変動適応センター淳
兵庫県⽴⼤学⾃然・環境科学研究所講師
兵庫県⽴⼈と⾃然の博物館主任研究員三橋 弘宗

検討会の名称

検討会の⽬的（規約第２条）

検討会の委員12名 検討会の開催⽇

令和6年5⽉ 提⾔

２. 議論の経緯と水管理・国土保全局の取組 ◆あり方検討会
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◆“ありかた”提言

1. 河川環境を保全・創出するにあたり達成すべき事項について、河川環境の
目標の定量的な設定が必要である。

2. 設定した目標の達成に向けて、河川環境を評価し、順応的に維持管理を行
い、手法や目標を見直しながら改善に結びつけていくことが必要である。

3. 河川整備基本方針で生物種や保全・再生の方針を定性的に示し、河川整備
計画では生息場に関する定量的な目標を設定することが求められる。

4. 情報が豊富で解析可能な生物種は定量的な期待値を示すか、代表的な生
物種について場の定量的な目標につながる定性的な記載が適切である。

5. 河川やその区間、流域ごとに適切な環境指標や目標水準は異なるため、地
域特性を調査し、地域の意見を踏まえて複数の場の指標を選び、目標を設
定することが望まれる。

6. 治水対策の見直し等に伴う河川整備計画の変更などの場合は、現状よりも
少しでも改善するという考え方で目標や評価の基準時点となる評価原点を
順応的に再設定すべきである。

7. 渇水に対応する正常流量のみならず、望ましい平常時の流量やその変動、
土砂動態についても検討すべきであり、目標に設定することも考えられる。

14

２. 議論の経緯と水管理・国土保全局の取組
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8. 目標設定に用いる現実的な場の指標例として以下候補が考えられる。

• 低・中茎草地、自然裸地、外来植物生育地、水生植物帯、ワン
ド・たまり、干潟、ヨシ原など場の面積

• 瀬と淵、止水域、湧水地、ワンド・二次流路などの箇所数

• 上下流や支川との連続性が確保されている延長

• 河辺性の樹林・河畔林などの延長

• 平水位と砂州高さの比高

• 魚類の生息・生育・繁殖にふさわしい水際（水際の複雑さ、
水際の自然度）などの比率

• 高水敷の冠水頻度

15

◆“提言”の例示指標

※青文字は河川環境管理シートで整理されている項目

２. 議論の経緯と水管理・国土保全局の取組

8
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１．河川環境の⽬指すべき⽔準の明確化による河川環境の整備と保全の着実な推進
• 有識者や流域住民等の意見を聴きながら、河川環境の保全・創出について特に重点的に達成すべき「生物

の生息・生育・繁殖の場」にかかる指標を定めた上で、指標ごとに目指すべき水準について定量的な目標

を設定するよう努めること。・・・達成すべき指標を定め定量目標を設定する

• 現状よりも少しでも改善することを目指すとともに、整備と応答を確認しつつ、長期的・広域的に評価し

た上で、適宜目標の再設定を図ること。・・・ﾈｲﾁｬｰﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞを目指し順応的に実施する

• 目標達成のため整備した場の形状や位置が流量及び流砂量の変動などの河川の作用により、局所的に変化

しつつも全体として安定的に維持されることを目指すこと。・・・河川作用による維持を目指す

２．流域関係者との連携による河川を基軸とした⽣態系ネットワークの形成
• 民間事業者など流域の関係者との連携などにより、河川と連続する水域を基軸とした生態系ネットワーク

の構築を視野に入れて河川環境の整備と保全に取り組むこと。 ・・エコネットを踏まえ整備保全

３．多⾃然川づくりの⼀層の推進
• 改定「多自然川づくり基本指針」に基づき取組を進めること。・・改定基本指針に基づき取組む

◆局長通知

1. “あり⽅提⾔”を受けた地整等への局⻑通知
• R6.6.28付け局⻑通知「河川環境の整備と保全の着実な推進や流域連携について」
• ⽔局⻑ → 各地⽅整備局⻑、北海道開発局⻑、沖縄総合事務局⻑
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２. 議論の経緯と水管理・国土保全局の取組
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◆河川整備計画変更の流れ

1.事前協議1.事前協議

2.官･室⻑会議2.官･室⻑会議

3.流域委員会3.流域委員会

整備局
環境⽬標検討
チーム ※概ね4 5回

治⽔課、環境課、
国総研、⼟研等

整備局

開催時期 流域委員会の8 10週前

開催時期 流域委員会の4週前

河
川
事
務
所

※各課

有識者
※必要
に応じ

河
川
事
務
所

有識者

※必要
に応じ

整備局

治⽔課、環境課、国総研、⼟研等 ※各課 有識者

河
川
事
務
所

・変更概要、変更理由、⽬標（治⽔・環
境）、変更スケジュールの提⽰

・全体の⽅向性、事業メニュー、期間、概算
事業費、事前放流、流域対策、海岸の考慮

・当該河川の説明資料、本⽂を学識者
を含む会議体で審議・公表

17

２. 議論の経緯と水管理・国土保全局の取組

9
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公益財団法人 リバーフロント研究所

◆環境目標検討チームによる審議

●環境⽬標検討チームによる指摘事項（指摘事項の分類）

18
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環境⽬標検討チーム会議における指摘事項

• 保全･回復優先すべき種の選定など
• ⽣息場形成・維持の要因分析
• ⽬標⽔準の設定について

２. 議論の経緯と水管理・国土保全局の取組

公益財団法人 リバーフロント研究所

1. 環境定量⽬標のアウトライン

2. 議論の経緯と⽔管理・国⼟保全局の取組

3.“事例集”のとりまとめ・展開

4. 今後について

19
10
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公益財団法人 リバーフロント研究所

◆検討手順の集約

環境定量⽬標設定からモニタリング計画までを検討している河川より、検討⼿順を
集約のうえ体系化した。

20

３. “事例集”のとりまとめ・展開

現況分析は環管シートがメイン

検
討
対
象
は
主
に
掘
削
範
囲
を
対
象

広く社重点や⾃然再⽣を活⽤

検
討
対
象
は
全
川

検
討
対
象
は
全
川

河川Ａ 河川Ｂ 河川Ｃ

公益財団法人 リバーフロント研究所

３.河川環境定量⽬標の検討

5.順応的管理を踏まえた⽬標達成への計画検討

河
川
の
⽬
指
す
べ
き

姿
の
検
討

整
備
計
画
期
間
の
⽬
標
・

⽅
策
検
討

(1) 河川環境の変遷の整理
(2) 環境要因の増減傾向の整理・分析と特徴的な環境要因の設定
(3) ⽣物種の増減傾向の把握と保全・回復優先種の設定

(1)環境要因と⽣物相からみた保全・創出の⽅針検討
(2)モニタリング指標種の設定

(1) ⽬標⽔準の設定
(2) 環境定量⽬標の実現可能性の検討

(1)モニタリングに基づく順応的⽅策による⽬標達成

１.河川環境の現況把握と⽣息場などの環境要因の設定

河川整備計画への反映

４.整備と保全の⽅策の検討
(1) 保全･創出メニューの設定
(2) 環境要因の形成条件の検討
(3) 治⽔と環境が⼀体化した河道形状の検討

２.保全・創出⽅針の検討と指標種の設定

◆検討手順の作成

21

３. “事例集”のとりまとめ・展開

11
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公益財団法人 リバーフロント研究所

はじめに・・・⽬標検討の経緯と「何のために設定するのか」を記述

⽤語の定義・解説・・・⽤語の解説

検討フロー・・・必要な⼯程から読み進めてよいとした

河砂基準計画編・・・環境⽬標設定を必須事項としている点を記述

構成・・・＜考え⽅＞ ＜⼿法＞ ＜⼿法の留意点＞ ＜事例＞ を記述

⽂章表現・・・画⼀的な定量⽬標検討とならないよう⽂章表現を留意
「 できる」「 も可能である」「 必要がある」

事例・・・R7.3⽉末時点で好事例とされた内容を掲載

今後の検討事項・・・巻末に今後の課題を記述

参考⽂献・・・既往⽂献として⼤河川QAや⼟⽊技術資料等を掲載

◆事例集の作成方針

事例集とりまとめのポイントは以下のとおりである。

22

３. “事例集”のとりまとめ・展開

公益財団法人 リバーフロント研究所

 河川整備計画の変更に際して先⾏的に実施した事例をもとに、それぞれの河川や地
域に特徴的な⽣物種や⽣態系を考慮し、⽬指すべき⾃然環境の⽔準や定
量的な⽬標の設定について、現時点での考え⽅や⼿法をまとめ
たものである。

◆はじめに

23

３. “事例集”のとりまとめ・展開

 本書は、確⽴された⼿法を⽰すものではなく、各河川での検討
を進める際の現時点での参考資料として⽰すものであり、最新の検
討事例や先⾏事例での河川環境の変遷等を踏まえ、それらの知⾒を取り⼊れながら
継続的に⾒直されるものである。

 必要な場所を拾い読みできるように作成しており、１、２章は⼤規模な災害等
が⽣じた場合の事前復興計画の⽴案にも資すると考えられる。

事例集のまえがきには、以下の点が述べられており、 ⽬指すべき⽔準や定量⽬
標の設定について⽰した資料であること、 事前復興の⽴案に活⽤可能な資料で
あること、 参考資料としての活⽤を期待すること、を述べている。

12
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公益財団法人 リバーフロント研究所

◆用語の定義

国研）⼟⽊研究所 ⾃然共⽣研究センター 森センター⻑の提案を踏まえ専⾨⽤語を解説した。
なお、「優先種」「指標種」の名称は、現在「保全･回復優先種」「モニタリング指標種」
の名称に修正している。

24

主な事例集掲載⽤語⼀覧
⽣息場（⽣息場所）
環境要因
社重点データ
優先種

①絶滅危惧種 国（環境省）や都道府県等のレッドリスト等で指定されている種
②法的保護種 ⽂化財保護法（天然記念物）や野絶法（国内希少野⽣動植物種）等の指定種

③消失種

④潜在的消失種

⑤減少種

⑥注⽬種

指標種候補
指標種

今
回
新
た
に
記
載

３. “事例集”のとりまとめ・展開

これまでの「環境要素」を「環境要因」とした

これまでの「社制審」を「社重点」とした

現状では「保全・回復優先種」に修正している

保全や回
復（⽣息
範囲・個
体数）増
加を図る
ことが求
められる
種

数⼗年、あるいは数⼗年以上にわたって観察されておらず、絶滅と宣⾔
されていない「⾒つかっていない種」
数年から数⼗年間のモニタリングの結果、過去に⽣息が確認されているが、
最新もしくは近年の調査で⽣息が確認されなかった種
数年から数⼗年間のモニタリングの結果、最新の調査でも⽣
息が確認されているが個体数が減少している種
学識者や地域住⺠から⽣息範囲の拡⼤、個体数の増加が求められている⽂
化的・商業的な価値のある種

現状では「モニタリング指標種」に修正している

現状では「モニタリング指標種候補」に修正している

公益財団法人 リバーフロント研究所

現在のところ、環境定量⽬標が記載された河川整備計画の公開は、中国地⽅整備局 旭川⽔
系が挙げられる。
河川整備計画（原案）が公開されている⽔系には、鵡川・沙流川、多摩川、変更案が公開さ
れている⽔系には⼩丸川が挙げられる。

25

環境定量⽬標が記載された河川整備計画
の検討段階（流域委員会）環境⽬標検討

チームによる
最終審議

⽔系
河川整備計画

策定案原案

R7.7.1R7.6.9R7.4.24R6.12.4
旭川⽔系
中国地⽅整備局

ーーR7.6.18R7.4.7
鵡川⽔系
北海道開発局

ーーR7.6.18R7.3.7
沙流川⽔系
北海道開発局

ーーR7.7.13R7.6.6
多摩川⽔系
関東地⽅整備局

ーR7.7.16R7.3.11R7.2.17
⼩丸川⽔系
九州地⽅整備局

◆環境定量目標検討の公開河川３. “事例集”のとりまとめ・展開

13
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公益財団法人 リバーフロント研究所

河
川
整
備
基
本
⽅
針
の
策
定
Ｒ
５
．
３

有
識
者

会
議
⑦

多摩川においては、河川整備基本⽅針策定後以降、５回の流域委員会を開催している。
９⽉３０⽇の委員会を⽬途に整備計画（案）を策定し、都県知事の意⾒聴取、関係省庁会議
に策定段階を進める予定である。

26

策
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④
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マ
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原案に対

意⾒聴取

お
さ
ら
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変
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要
点

策
定
の
流
れ

R7.7.8 R7.9.30R7.5.20

R2.1.24
R2.6.5
R4.10.3 R7.3.5R7.1.17R6.10.31

東京都立大学都市環境学部 教授朝日 ちさと

東京大学 名誉教授池内 幸司

神奈川県水試 場長小川 砂郎

東京都島しょ農林水産総合センター 企画室長小野 淳

東京農業大学大学院農学府 教授加藤 亮

政策研究大学院大学 教授知花 武佳

日本大学経済学部長手塚 広一郎

公財日本鳥類保護連盟 評議員葉山 嘉一

府中市郷土の森博物館 館長深澤 靖幸

中央大学研究開発機構 教授福岡 捷二★

中央大学研究開発機構 教授古米 弘明

東京農工大学農学部 功績教員星野 義延

◆多摩川における事例紹介３. “事例集”のとりまとめ・展開

都県会議

公益財団法人 リバーフロント研究所

1）過去情報の沿革整理、2）空中写真等の変遷整理、3）河川環境資料の収集・確認、
4）流域を含めた環境特性の整理、5）河川の利用状況や取組の整理、6）代表・保全区
間の位置と特性の整理 を行う。

27出典：京浜河川事務所＿有識者会議資料_20250305

1.環境要因の設定 2.⽅針検討と種の設定 3.定量⽬標の検討 4.整備・保全⽅策検討 5.⽬標達成への計画検討

14
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公益財団法人 リバーフロント研究所 28

(2) 環境要因の増減傾向を分析し河川特性を特徴づける環境要因を縦断区分ごとに設定

出典：京浜河川事務所＿有識者会議資料_20250305

1.環境要因の設定 2.⽅針検討と種の設定 3.定量⽬標の検討 4.整備・保全⽅策検討 5.⽬標達成への計画検討

公益財団法人 リバーフロント研究所

(3) 生物種の増減傾向と要因を分析し個体数や分布を保全・回復すべき「保全・回復
優先種」を設定

29

◆保全・優先種の選定プロセス 以下のフローに基づき、候補種を整理したうえで、生息場の変化状況を踏まえながら設定した。

優先種

優先種

優先種
優先種

優先種

優先種

要因優先種

出典：京浜河川事務所＿有識者会議資料_20250305

1.環境要因の設定 2.⽅針検討と種の設定 3.定量⽬標の検討 4.整備・保全⽅策検討 5.⽬標達成への計画検討

15
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公益財団法人 リバーフロント研究所 30

1.環境要因の設定 2.⽅針検討と種の設定 3.定量⽬標の検討 4.整備・保全⽅策検討 5.⽬標達成への計画検討

(1) 特徴的な環境要因と保全・対策優先種の増減傾向を考慮し対応⽅針を検討する。

出典：京浜河川事務所＿有識者会議資料_20250305

環境要因

〇 ヨシ原は維持

〇 ⾃然裸地は維持されているものの、⾯積は少ない。

公益財団法人 リバーフロント研究所 31

(2) 拡⼤・改善を要する環境要因を代表し、状態や変化を⽰す「モニタリング指標種」
を「保全・回復優先種」から選定

出典：京浜河川事務所＿有識者会議資料_20250305

1.環境要因の設定 2.⽅針検討と種の設定 3.定量⽬標の検討 4.整備・保全⽅策検討 5.⽬標達成への計画検討

環境要因

環境要因

16
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公益財団法人 リバーフロント研究所 32

(1) 保全・創出⽅針を受けて過去の良好な状態の時点と⽬安となる⽔準（規模、数、
頻度など：ターゲットライン）、評価を始める際の原点（ベースライン）を設定

出典：京浜河川事務所＿有識者会議資料_20250305

1.環境要因の設定 2.⽅針検討と種の設定 3.定量⽬標の検討 4.整備・保全⽅策検討 5.⽬標達成への計画検討

公益財団法人 リバーフロント研究所 33

(2) 対象河川での環境定量⽬標の達成⼿段として、治⽔整備、環境整備で⾏う事業区間
を検討

出典：京浜河川事務所＿有識者会議資料_20250708

1.環境要因の設定 2.⽅針検討と種の設定 3.定量⽬標の検討 4.整備・保全⽅策検討 5.⽬標達成への計画検討

17
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公益財団法人 リバーフロント研究所 34

(1) 保全・創出の対象となる環境要因を選定し実現に向けた施策メニューを設定

出典：京浜河川事務所＿有識者会議資料_20250708

1.環境要因の設定 2.⽅針検討と種の設定 3.定量⽬標の検討 4.整備・保全⽅策検討 5.⽬標達成への計画検討

公益財団法人 リバーフロント研究所 35

1) 環境要因と地盤⾼や外⼒との関係検討：潮位や⽔位、洪⽔時外⼒等の観点から、⽬
指すべき環境要因とこれらが成⽴する地盤⾼等の物理環境条件の関係を検討

出典：京浜河川事務所＿有識者会議資料_20250520

1.環境要因の設定 2.⽅針検討と種の設定 3.定量⽬標の検討 4.整備・保全⽅策検討 5.⽬標達成への計画検討

 50%：15%：35%
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2) 環境要因の持続性の検討：攪乱や遷移の観点から⽬標とする規模の変動を検討

出典：京浜河川事務所＿有識者会議資料_20250708

1.環境要因の設定 2.⽅針検討と種の設定 3.定量⽬標の検討 4.整備・保全⽅策検討 5.⽬標達成への計画検討

※多摩川ではこのほか⼤規模洪
⽔が１回起こる場合のシナリ
オ検討も⾏っており、危険側
である本シナリオを採⽤

公益財団法人 リバーフロント研究所 37

3) 河道形状の設計：治⽔・利⽔上⽀障のない環境要因と地形の関係を考慮した河道形
状を設計

出典：京浜河川事務所＿有識者会議資料_20250713

1.環境要因の設定 2.⽅針検討と種の設定 3.定量⽬標の検討 4.整備・保全⽅策検討 5.⽬標達成への計画検討
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2) 保全・創出⾯積の集計：設計河道による環境要因の保全、創出⾯積を集計

出典：京浜河川事務所＿有識者会議資料_20250708

1.環境要因の設定 2.⽅針検討と種の設定 3.定量⽬標の検討 4.整備・保全⽅策検討 5.⽬標達成への計画検討

公益財団法人 リバーフロント研究所 39

(1) 順応的取組によるモニタリング計画や関連主体と連携した問題事象への対応策を検
討、及び想定外の洪⽔や渇⽔等に対する不確実性に対する事前対応を検討

出典：京浜河川事務所＿有識者会議資料_20250708

1.環境要因の設定 2.⽅針検討と種の設定 3.定量⽬標の検討 4.整備・保全⽅策検討 5.⽬標達成への計画検討
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1. 環境定量⽬標のアウトライン

2. 議論の経緯と⽔管理・国⼟保全局の取組

3. “事例集”のとりまとめ・展開

4.今後について
40

公益財団法人 リバーフロント研究所 41

４. 今後について

 環境⽬標の設定⼿順の⾒直し

 ⽣態モデリングに関する知⾒の拡充

「保全・回復優先種」の設定を冒頭、「モニタリング指標種」の設定は
モニタリング計画策定段階に変更など、検討⼿順の⾒直し
過去 → 現在におけるセグメントごとの河道形態の変化要因の分析と改修
⽅針の設定など、河川⼯学的な視点を⼊れるか検討

治⽔計画同様に、⽣息場の規模や⽣物種の分布予測についての⽣態モデ
リングに関する知⾒の拡充

 モニタリング計画、維持管理⽅策の紹介
効率的なモニタリング⼿法（UAVとAI、eDNA等）の事例収集や適⽤検討
膨⼤なコストを要する樹林化や外来種対策などに関する効果的⼿法、⺠
間活⼒の導⼊等の紹介

◆検討手順の洗練・加筆

 流域委員会による指摘事項のフィードバック
地域の学識者や市⺠からの意⾒によって、どのように記述内容が変化し
たのか、を把握・分析し、検討⼿順に含めていく

 流域委員会による指摘事項のフィードバック
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◆流域委員会における意見

42

主な意⾒整備計画検討段階⽔系 策定案原案
• 礫河原とワンド・たまりの定量的な⽬標とし
てS50頃の環境で数値⽬標を設定しているが、
定量的といいつつ、量の定義があいまいであ
るため説明が必要

◎●●
旭川
中国地⽅整備局

• 鵡川と沙流川では河川の⽂化的特徴が異なる。
鵡川は「⼥川」、沙流川は

「男川」と表現され、橋の形状も違い、地域
⽂化が表れている。このような⽂化的背景を
踏まえ、河川整備計画にどのように反映され
るのか

ーー●

鵡川・沙流川
北海道開発局

• 河砂基準計画編に沿い「動植物の良好な⽣
息・⽣育環境の保全・復元」、「良好な景観
の維持・形成」、「⼈と河川との豊かなふれ
合い活動の場の維持・形成」に書き分ける。

ーー●
多摩川
関東地⽅整備局

• 環境創出は、川の流れに反するものであった
場合、維持するための費⽤や労⼒等を要する
と思われるが、将来的な維持について、どの
ような考えか聞かせて欲しい。

ー●●
⼩丸川
九州地⽅整備局

４. 今後について

公益財団法人 リバーフロント研究所

４. 今後について ◆学識者による意見

環境定量⽬標に関連した主な意⾒学識者
• 環境⽬標はHWLのようにかっちりせず、動的な維持が重要。
• モニタリングや「⼩さな⾃然再⽣」によって地域と相談しながらネイ

チャーポジティブを達成するのがよい。

北海道⼤学名
誉教授
中村太⼠先⽣

• ⽬標達成や維持には「攪乱域の変化と河道特性量の関係把握」「瀬淵の
３次元構造と流速・⽔深分布と⿂類⽣息場の関係把握」「時間的に変動
する場の評価」「河道地形と環管シートの関係把握」等が必要。

名古屋⼯業⼤
学教授
萱場祐⼀先⽣

• iRIC、Q-GISなどのオープンソースにより多様な主体が出⽔に対する河
道地形の応答、⽣物種の適地推定等の予測評価ができつつある。

• 同主体が予測を基に川へ働きかけ⼿応えを得ながらの川づくりが重要。

滋賀県⽴⼤学
教授
瀧健太郎先⽣

• 環境⽬標の達成に関する若⼿研究者が参画可能な枠組みがあるとよい。
• ⽬標達成の評価は物理軸と⽣物軸の２軸を⼊れて進めることが肝要。
• コストを踏まえモニタリングフリーとなる施⼯を考える必要あり。

兵庫県⽴⼈と
⾃然の博物館
主任研究員
三橋弘宗先⽣

• 整備計画に関しては⼀歩⽬を踏み出したので次は場の設計かなと思う。
• ⽔を流しつつ川が良くなる形や⼟砂動態も踏まえた形の検討が必要。
• どのようなモニタリングをすべきかの検討が重要。

⼟研⾃然共⽣
研究ｾﾝﾀｰ⻑
森照貴先⽣

• 河川分野の⼟砂の技術者が⾮常に減っており、環境⽬標達成の背景とな
る、技術の限界を理解した適正な技術者の育成が重要。

• 三次元データは地形変化予測に有⽤で⻑寿ワンドの特性分析等に活⽤。

富⼭県⽴⼤学
准教授
久加朋⼦先⽣

• ⽣息場の数値⽬標を達成したときに相応な⽣物多様性の向上や、⾃然か
らの恵みが増えたのかを評価していくことが必要。

• ⼤規模に⽣息場を創るほど維持しやすく⼩さいと変動が⼤きい印象。
九州⼤学助教
⼩⼭彰彦先⽣

43
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ご清聴ありがとうございました。

国⼟交通省中部地⽅整備局開催 河川環境管理シート現地講習会にて 2024.10.17

公益財団法人 リバーフロント研究所

参考資料
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河岸段丘

氾濫平野

後背湿地

砂丘

46出典 国⼟交通省国⼟地理院 https://www.gsi.go.jp/CHIRIKYOUIKU/kawa_1-1.html

三⽇⽉湖

⾕底平野

扇状地

⾃然堤防

河畔林
瀬･淵
礫河原

デルタ
（三⾓州）

氾濫原植⽣
ワンド･たまり
⽔⽣植物帯

グジュグジュ
ザワザワ

セグメント3

ジメジメ
セグメント2-2

ジメジメ
サラサラ

セグメント2-1

サーサー
ザーザー

セグメント1 M

⾕底平野

⾃然堤防

氾濫平野
（湧⽔地）

ジメジメ
サラサラ

セグメント2-1

サーサー
ザーザー

セグメント1

ジメジメ
サラサラ

セグメント2-1

⼲潟
汽⽔性ヨシ原
（塩沼湿地） 氾濫原植⽣

ワンド･たまり
⽔⽣植物帯

河畔林
瀬･淵
礫河原

⾃然裸地
海浜植⽣

セグメントごとに「川に
特徴的な環境」は異なる。
これに応じて形成される
“⽣息場”は異なる。

河川地形と形成されるセグメントの関係

公益財団法人 リバーフロント研究所
47

グジュグジュ ザワザワ

サーサー ザーザー

セグメント３ セグメント３ セグメント2-2

ジメジメ

セグメントMセグメント１セグメント2-１

サラサラ

豊川 区分１

天⻯川上流 区分5狩野川 区分３

⽊曽川 区分１菊川 区分１

庄内川（⽟野渓⾕） 区分6

干潟 汽水性ヨシ帯

ワンド・たまり
氾濫原植生

低・中茎草
水生植物帯

瀬淵
礫河原

ワンド・たまり
氾濫原植生

瀬淵
礫河原

瀬淵
礫河原

セグメントに特徴的な生息場の景観とイメージ
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＜考え方＞

河川環境は自然の営力によって常に変化し、保全・創出した環境がその場所、もしくはそ
の区間に永続的に維持されるわけではないため、その変化をとらえ、順応的に河川管理
を行うことが重要である。

48出典：中村太士・辻本哲郎・天野邦彦監修・河川環境目標検討委員会編集「川の環境目標を考える－川の健康診断－」技報堂出版，東京，2008.

河
川
環
境
の
質

目標とするレベル

基本となるモニタリングにおける評価

捕捉的なモニタリングにおける評価

施工 維持管理または対策の修正

目標達成の再確認

許容される可逆的な変動幅
（回復力：レジリエンス）

想定される変化

時間
現況 経過観察 経過観察 経過観察

施工中・直後の調査 手直し結果の確認

順応的管理についての概念図

公益財団法人 リバーフロント研究所

旭川における環境定量⽬標の設定については、以下に⽰す環境⽬標検討チーム、市⺠説明、
流域委員会による指摘や意⾒が得られている。
さらに次ページに⽰すようにこれらの会議等を経て記述内容が⾒直されている。

令和7年５月３０日
●第１5回 明日の旭川を語る会
（流域委員会） 有識者からの意見

令和7年4月24-25日
●地域と共に明日の旭川を考える

会 市民からの意見

令和6年1２月４日
◇第三回環境定量目標検討チーム

会議 指摘事項

• ワンドは、本来動的に変化しなが
ら維持されるのが理想だが、旭
川の場合は蛇行部の固定砂州に
形成される場を目標対象とする
ため、安定ということで承知した。

• 定量化はワンドと自然裸地でよ
いが、それと切り離して、減少種、
消失種の生息場を保全・創出して
いく旨を定性的に書いてほしい。

• 水国調査では最下流でチワラス
ボ、ヒモハゼなどが消失なので干
潟も検討を進めると書いていた
だけるとよい。

• 社重点データは水国データと質
的に異なる内容もあるが外さな
いでグラフを分けて表示する。

• 河川環境管理の目標設定に賛同
するが、代表区間として設定する
11-12kより上流も地域と河川管
理者が合意形成を図ってきた区
間のため重点目標地域と位置付
けられないか。

• ヌートリア、アカミミガメ対策につ
いてふれてほしい。

• 世界的に貴重な種が生息するた
め新規ダムには十分な施策を考慮
してほしい。

• 干潟が減少しておりダムからの供
給を考えていただきたい。

• 工事前後の生物調査は市民調査
も企画してほしい。

• 上流域の評価はどうなのか？

• ダムへの魚道設置を試みてほしい。

• 礫河原とワンド・たまりの定量的な
目標としてS50頃の環境で数値目
標を設定しているが、定量的とい
いつつ、量の定義があいまいであ
るため説明が必要。（第１４回の意
見）

49

目標検討チーム協議後の市民意見と流域委員会意見 旭川
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令和7年５月３０日
●第１5回 明日の旭川を語る会

（流域委員会） 提示変更案

令和7年4月24-25日
●地域と共に明日の旭川を考える会

（市民説明） 提示変更原案

令和6年1２月４日
◇第三回環境定量目標検
討チーム会議 提示資料

【玉柏地区】16.0k～
17.0k区間内におい
て、自然裸地合計面積
が2.5ha以上となる
ことを目指す。※現在
は約0.59ha

【玉柏地区】16.0k～
17.0k区間内におい
て、ワンド・たまり合計
面積が0.8ha以上と
なることを目指す。※
現在は約0.48ha

50

旭川中流地区（おおよそ13.0km～
17.5km）を抜粋

旭川中流地区では、中洲や河畔林、湧
水 ・ワンド、アユの産卵場などの多様な水
際環境が形成されており、これらの動植物
の良好な生息・ 生育及び繁殖環境につい
て、自然再生等による保全・創出を検討し
ていきます。
また、本地区で実施を計画している河道

掘削箇所（玉柏地区）には、イカルチドリ等
が生息する礫河原（自然裸地）、絶滅危惧
種のオヤニラミ等が生息する水生植物帯、
絶滅危惧種のミナミメダカ等が生息する
ワンド・たまり等の環境が確認されていま
す。よって、河道掘削の際には、これらの
動植物の生息・生育及び繁殖が可能な環
境が保全・創出される工事方法・時期を検
討し、16.0k～17.Ok 区間内において礫
河原（自然裸地）の合計面積が2.5ha以上
（保全：約0.6ha、創出：約1.9ha)、ワン
ド・たまりの合計面積が0.8ha （保全：約
0.5ha、創出：約0.3ha) 以上、河道が変
化したとしても存在している状況を目指し
ます。

旭川中流地区（おおよそ12.0km～
17.5km）を抜粋

旭川中流地区では、中州や河畔林、湧
⽔・ワンド、アユの産卵場などの多様な水

際環境が形成されており、これらの動植物
の良好な生息・生育及び繁殖環境につい
て、自然再生等による保全・創出を検討し
ていきます。
また、本地区で実施を計画している河道

掘削箇所（玉柏地区）には、イカルチドリ等
が生息する礫河原（自然裸地）、絶滅危惧
種のオヤニラミ等が生息する水生植物帯、
絶滅危惧種のミナミメダカ等が生息する
ワンド・たまり等の環境が確認されていま
す。よって、河道掘削の際には、これらの
動植物の生息・生育及び繁殖が可能な環
境が保全・創出される工事方法・時期を検
討し、16.0k 17.0k区間内において礫
河原（自然裸地）の合計面積が2.5ha以上
（保全：約0.6ha、創出：約1.9ha）、ワン
ド・たまりの合計面積が0.8ha（保全：約
0.5ha、創出：約0.3ha）以上、河道が変
化したとしても存在している状況を目指し
ます。

環境目標検討チーム協議後の整備計画本文の改定

公益財団法人 リバーフロント研究所

地域と共に明日の旭川を考える会
（市民説明）令和7年4月24-25日
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公益財団法人 リバーフロント研究所

第１5回 明日の旭川を語る会（流域委員会）
令和7年５月３０日 配布資料
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